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芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事



・本特記仕様書は、芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事に適用する。
・本特記仕様書に記載のない事項については、次によるものとする。
・令和6年8月　広島県　土木工事共通仕様書、「設計図書（別冊図面、仕様書）」、「福山市建設工事執行
規則」、「福山市工事検査技術基準」
・その他関連規格類
・小黒板情報電子化を実施しない工事写真について、監督員の承諾を得る必要はないものとする。

・契約締結後14日以内に設計図書に基づいて、工程表を作成し、発注者に提出すること。工期の変更契約に
ついても同様とする。

・受注者は、監督員と協議し、地先住民、町内会長、土木常設員に工事着手及び工事完了の報告を行うこ
と。また、工事着手に先立ち地先住民及び貸借人には具体的な施工内容、方法、時期等の説明を行い、承諾
を得ること。
・受注者は、工事着手の際に、あらかじめ沿線地権者に施工内容等についての説明を行い、承諾を得るこ
と。

現場代理人の工事現場への常駐義務緩和については、一定の要件を満たすと発注者が認める場合（※）とし
ます。
（※）一定の要件を満たすと発注者が認める場合とは発注者との連絡体制を確保した上で、次のアからエの
いずれかの条件に該当する場合です。
（必要に応じ、工事打合せ簿で協議により承諾を受けていること。）
　ア 現場作業着手前までの期間
　イ 工事の施工が一定期間、全面的に行われていない期間
　ウ 橋梁、ポンプ、ゲート等の工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行われている期間
　エ 工事現場が完了した後、竣工検査までの期間

・受注者は、工事開始日以降30日以内に工事着手しなければならない。

・本工事は、法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。

受注者は、再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画を工事現場の見やすい場所に掲示（デジタルサイ
ネージによる掲示も可）し、公衆の閲覧に供するとともに、インターネットの利用により公表するよう努め
るものとする。

・鉄筋コンクリート（呼び強度21及び24）の水セメント比については55％以
下、無筋構造物のコンクリート（呼び強度18）の水セメント比については
60％以下とすること。

・協議先機関名：①国土交通省②福山市スポーツ協会
・協議内容　　：①河川区域内の工事による協議　②かわまち広場内のイベント関連による協議

・本工事の工期は、工事検査期間として、14日間を見込んでいる。

第3章　施工条件

特記仕様書

第1章 総則

第1節 適用

第2節　工程表の提出について

第3節　地元への周知

第4節　現場代理人の常駐義務の緩和

第5節　工事に着手すべき期日について

第6節　法定外労災保険の付保について

第7節　再生資源利用計画の現場掲示

第2章　材料

第1節　コンクリートの配合指定

第1節　関係機関との協議

第2節　検査期間

第3節　購入土（搬入）（建設発生土リサイクルプラントが製造した処理土）



・本工事では、土砂購入を見込んでいる。
・当該工事に使用する購入土は、建設発生土処分先一覧表に掲載された建設発生土リサイクルプラントが製
造した処理土（改良土を含む。）を使用するものとする。積算にあたっては、運搬費と処理土購入費（工場
渡し）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。したがって、正当な理由がある場合を除き購入土に
要する費用（単価）は変更しない。
・上記により使用することとしている処理土について、何らかの事情によりその使用が困難である場合は、
設計図書の内容について監督員と協議すること。
・使用する処理土がセメント及びセメント系固化材を使用した改良土の場合、「セメント及びセメント系固
化材を使用した改良土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」に基づき、建設発生土リサイクルプラントか
ら試験結果の提示を受けるとともに、施工後に六価クロム溶出試験を実施し、試験結果（計量証明書）を提
出するものとする。

(1)工事受注者は、工事着手前に、次の書類を本工事の監督職員に提出すること。なお、建設発生土につい
ては、処分先の現地確認写真を提出すること。
1 建設廃棄物処理計画書
・廃棄物処理業者（収集及び運搬）の許可証の写し（許可車両の自動車登録番号一覧及び自動車検査証の写
しを含む）
・廃棄物処理業者（中間処理・最終処分）の許可証の写し（再生資源化施設にあっては、それを示す書類を
含む）
・運搬ルート、処分場の位置、事業の範囲、処理能力及び処理方法を明示したもの
・各処分場の現地確認写真
・建設工事の受注者と処理業者（収集、運搬、中間処理・最終処分・再資源化施設）との二者の業務委託契
約書の写し
2 再生資源利用計画書
3 再生資源利用促進計画書
(2) 工事受注者は、「再生資源利用計画書」、「再生資源利用促進計画書」及び「建設廃棄物処理計画書」
に従い建設廃棄物及び特定建設資材廃棄物が適正に処理されたことを確認し、工事完成時に次の書類を監督
職員に提出すること。なお、建設発生土については、処分先への搬入状況の写真を添付すること。
1 再生資源利用実施書
2 再生資源利用促進実施書
3 建設廃棄物処理実施書
・マニフェスト（産業廃棄物管理票）の写し及び再生資源化に係るものについては受入伝票の写し
（マニフェストは原則として環境省が示す全国統一のマニフェストを使用する。）
・収集及び運搬の写真並びに中間処理場及び最終処分場（直接最終処分の場合のみ）への搬入状況の写真

・当該工事により発生する建設発生土は、公の関与する埋立地、建設発生土処分先一覧表に掲載されている
建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）のいずれかに搬出
するものとする。また、搬出先として、運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になる建設
発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）を見込んでいる。した
がって、正当な理由がある場合を除き残土処分に要する費用（単価）は変更しない。なお、工事発注後に明
らかになったやむを得ない事情により、建設発生土処分先一覧表に掲載されている建設発生土リサイクルプ
ラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時たい積）への搬出が困難となった場合は、監督員と
受注者が協議するものとする。
・搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、数量等が確認できるように計
量伝票等を監督員に提出すること。
・実施伝票は原本を提出すること。

第4節　建設副産物について

第5節　建設発生土（搬出）（建設発生土リサイクルプラント、建設発生土受入地又は建設発生土受入地（一時
たい積））

第6節　特定建設資材廃棄物（アスファルト塊、コンクリート塊等）



・建設リサイクル法対象工事（請負代金額500万円以上）の場合、「建設工事に係る資材の再資源化等に関
する法律」を遵守し適正に処理すること。また、法第12条第2項に基づき、法第10条第1号から第5号までに
掲げる事項について下請負人に告知する場合は、告知書の写しを監督員に提出すること。
・特定建設資材廃棄物は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄物処理法」という）を遵守
し、適正に処理しなければならない。
・特定建設資材廃棄物は、広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広島市、呉市、福山市）が、廃棄物処
理法に基づき許可した適正な施設へ搬出し再資源化しなければならない。
・再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は、広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広島市、呉
市、福山市）が廃棄物処理法に基き許可した適正な施設のうち受入条件が合うものの中から、運搬費と受入
費の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って、正当な理由がある場合を除き再資源化に要する
費用（単価）は変更しない。なお、工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、施設への受入が
困難な場合は監督員と受注者が協議するものとする。
・搬出先においては、処分状況が確認できるよう、写真撮影を行うとともに、数量等が確認できるように計
量伝票等を監督員に提出すること。

・マニフェスト（産業廃棄物管理票）の写し及び再生資源化に係るものについては受入伝票の写し
（マニフェストは原則として環境省が示す全国統一のマニフェストを使用する。）

次のとおり再利用すること。
・品名：インターロッキングブロック
・数量：３㎡

・本特記仕様書及び設計図書に明示していない事項または、その内容に疑義が生じた場合は、監督員の指示
を受けること。

「第20 回世界バラ会議福山大会2025」の周知と機運醸成を図るため、現場標示板等へ大会ロゴの標示につ
いて、ご協力をお願いします。
・使用するロゴは「第20 回世界バラ会議福山大会2025ロゴ利用規程」に沿ったものとする。
・「第20 回世界バラ会議福山大会2025ロゴ利用規程」に定められた「大会ロゴ利用許諾申請書」の提出は
不要とする。
・使用する大会ロゴは「大会ロゴデザインガイド」にて配色等が定められているので留意すること。
・大会ロゴの標示については任意事項とし、標示に必要な経費は工事費に計上しない。
・ロゴ標示期限は2026年（令和8 年）3月31日とする。
（デザインデータについては福山市建設管理部技術検査課へお問い合せください。）

第7節　工事現場発生品

第4章　その他

第1節　その他項目

第2節　現場標示板等について
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芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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掘削 C1(SE) 掘削　片切　W＜2.5ｍ

盛土 B1-a 路体外盛土　W＜2.5ｍ

床掘 床掘（土砂）
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プライムコート　PK-3　1.2 l/m2

クラッシャラン　RC-40

s=1:100

L1'=4.8

L1'=4.8

L1'=0.0

L1'=0.0

法面整形工

法面保護工

L1

L1'

埋戻(C)　1m≦W＜4ｍFu(C)

C(Co) コンクリート舗装取壊し(面積)

※腹付け盛土部については、段切りを施工すること

HH2

HH1

8
.
0
8

盛土法面　段切り

張芝

電線管 FEP65

電線管 G36

定規断面

定規断面

ブロック舗装

2
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1
5
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モルタル1：3
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コンクリート舗装

7
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17
0

コンクリート　18N/mm2
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クラッシャラン　RC-30
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1
4
0

脱色アスファルト混合物

クラッシャラン　RC-30

自然色舗装

舗装構成

土舗装（芝舗装）

整地(張芝)

流用土盛土

アスファルト舗装

密粒度アスファルト混合物

プライムコート　PK-3　1.2 l/m2

クラッシャラン　RC-40

5
0

1
5
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0

s=1:10

GL

砕石(RC-40)

コンクリート基礎

0.
9

5
.
3

1.
1

2
.
4

Φ1.0

0.70.90.7

2.5

▽+2.00m(満水位)
▽+1.65m(水位低下時)

1:3.0

▽2.379
1/100

スケートパークエリア

4,000 1,000 (3,000)

自転車歩行者専用道路 植栽帯 河川管理用通路

アスファルト舗装

40-100mm

土間コンクリート

150-150mm

芝生

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

標準横断図

1:300  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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河川区域

河川区域



FEP管 Φ65

35
0

350

コンクリート帯工

間知ブロック　長方形A種

コンクリート

裏込め材

遮水シート

3
5
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2
0
0

1
1

350

1350

500 500

管路掘削断面図 1/2 S=1:10

FEP管 Φ65

35
0

350

5
0

アスファルト舗装

堤防乗越し管(天端部)

コンクリート帯工

FEP管 Φ65

3
5
0

350

コンクリート帯工

堤防乗越し管(護岸部)

間知ブロック　長方形A種

コンクリート

裏込め材

FEP管 Φ65

3
5
0

350

堤防乗越し管(盛土部)

コンクリート帯工

FEP管 Φ65

3
5
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350

土

堤防乗越し管(斜面部)

コンクリート帯工

1350

1350

500 500

500 500

遮水シート

3
5
0

2
0
0

1
1

15
020
0

密粒度アスファルト混合物

プライムコート　PK-3　1.2 l/m2

クラッシャラン　RC-40

No.1

No.2

No.3

No.4

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

管路掘削断面図1/2

1:10  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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管路掘削断面図 2/2 S=1:10
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以
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9
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1
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1
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GL
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以

上
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1
0
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20
0

350

FEP管 Φ65

9
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1
1
5
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保護砂

ブロック舗装

インターロッキングブロック、目地モルタル

モルタル1：3

クラッシャラン　RC-40

コンクリート　18N/mm2

プライムコート　PK-3　1.2 l/m2

クラッシャラン　RC-30

土舗装・芝舗装

8
1
0

70
0

標識シート

ケーブル埋設

78
0 8
5
0

8
8
0

9
1
0

950950

1360 1500

1：
0.
5

1：
0.
51：

0.5

1：
0.5

550 550

1
0
0
0
以
上

※ブロック舗装及びコンクリート舗装は、施工基面以下の深さが1m未満になるため、直勾配の床掘とする。

▽施工基面

▽施工基面

▽施工基面

▽施工基面

No.5 No.6

No.7 No.8

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

管路掘削断面図2/2

1:10  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事

図面一式

-電気設備工-

令和7年　2月



平　面　図 S=1:300
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※スケートボードの場外への逸脱を防止
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P2
A1P1

BY1
BY1(旧)

　　　4481

デッキ張出し端部位置
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支間長　25070 400支間長　31600

橋　長　58400

　　1190
桁端部張出長

100 桁　長　58260

備蓄倉庫

講
師
室

(
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)

上
座
(
2
)
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固定式ラック

HNO
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BX2
BX2(旧)
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0

照明塔

記　　号

凡　　例

名　　称

露出管配線

備　考仕　　様

8灯用

照明制御盤

プルボックス

街路灯 既設

既設街路灯

白色LED街路灯 5460lm以上

白色LED街路灯 12000lm以上

高欄照明

高欄照明

深夜消灯

常夜点灯

端子盤（既設）

プルボックス(既設)

プルボックス(既設)

既設

既設

既設

地中埋設管配線

ハンドホール □200×250

HH2

照明塔

堤
防
乗
越
し
管
(盛

土
部
)

L=
29
.4
m

天端部

照明塔
N=1

アスファルト舗装L=6.5m

露出管配線

L=61.0mL=1.5m

芝舗装
L=12.1m

N=
1

照
明
制
御
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N=
1
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ン
ド
ホ
ー
ル

ハンドホールN=1

間知ブロック
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設
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露出管配線
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街
路
灯
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1

街
路
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プルボックス(既設)

N=1

プルボックス(既設)
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プルボックス(既設)
N=1

端子盤(既設)

N=1

コンクリート舗装L=3.9m

ハンドホール(H1-6) □600×600

照明制御盤

EM-CET38sq(F#63-FEP50-G54)

EM-CET38sq(F#63) EM-CET38sq(G54)

EM-CE5.5sq-3C(1Cｱｰｽ)

(G70-FEP65)

EM-CE8sq-3C(1Cｱｰｽ)×2

EM-CE8sq-3C(1Cｱｰｽ)×2(G36)

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

平　面　図

1:300  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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照明配管配線一般図 S=1:300
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備　考仕　　様

8灯用

照明制御盤

プルボックス

街路灯 既設

既設街路灯

白色LED街路灯 5460lm以上

白色LED街路灯 12000lm以上

高欄照明

高欄照明

深夜消灯

常夜点灯

端子盤（既設）

プルボックス(既設)

プルボックス(既設)

既設

既設

既設

地中埋設管配線

ハンドホール □200×250

HH2

照明塔

ハンドホール(H1-6) □600×600

照明制御盤

EM-CET38sq(F#63-FEP50-G54)

EM-CET38sq(F#63) EM-CET38sq(G54)

EM-CE5.5sq-3C(1Cｱｰｽ)

(G70-FEP65)

EM-CE8sq-3C(1Cｱｰｽ)×2
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図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

照明配管配線一般図

1:300  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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照明操作盤

端子盤(既設)

至)キュービクル

幹線 別途配線

幹線 F#63EM-CET38sq

幹線 G54EM-CET38sq

凡　　例

照明配管配線系統図　 S=NON

照明塔

記　　号 名　　称

露出管配線

備　考仕　　様

8灯用

照明制御盤

プルボックス

街路灯 既設

既設街路灯

白色LED街路灯 5460lm以上

白色LED街路灯 12000lm以上

高欄照明

高欄照明

深夜消灯

常夜点灯

既設

既設

既設

地中埋設管配線

ハンドホール(H1-6) □600×600

HH1

EM-CE5.5sq-3C(1Cｱｰｽ)

HH2

63.0m

1.5m

16.0m 23.0+↑1.5m

↑6.0m

ハンドホール □200×250

1.0m+3.0m+↑1.5m

幹線 F#63-FEP50-G54EM-CET38sq

異種管接続材

照明塔 FEP65
EM-CE8sq-3C(1Cｱｰｽ)×2

照明塔 FEP65
EM-CE8sq-3C(1Cｱｰｽ)×2

照明塔 EM-CE8sq-3C(1Cｱｰｽ)×2 G36

EM-CE5.5sq-3C(1Cｱｰｽ)
照明塔

EM-CE8sq-3C(1Cｱｰｽ)×2 G70

-FEP65

↓0.5+↓1.0m

57.0m

EM-CE5.5sq-3C(1Cｱｰｽ)

(FEP30の予備管も併せて敷設）

(FEP30の予備管も併せて敷設）

(FEP30の予備管も併せて敷設）

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

照明配管配線系統図　

1:300  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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A1側高欄部詳細図　 S=図示

A1高欄部詳細図

▽路面

A - A 断面図 S=1:10S=1:10

150 150

300

異種管接続材

▽路面▽路面

1
0
0
0

至)　屋内分電盤

異種管接続材

FEP50-G54

電線管 G54

電線管 FEP50

至)照明器具

照明制御盤 照明制御盤

〇Ed (ELB)
〇Ed

ｷｭｰﾋﾞｸﾙより

CET38□

1φ3W 200V

MCCB 3P 50AF/40AT

照明②　200V 1600VA照明① 200V 1600VA

防犯カメラ 100V 500VA将来用 100V 2000VA

20AF/20AT

（中性線欠相保護付）

Mg
Mg

20AF/20AT

ＥＬＣＢ２Ｐ
20AF/20AT

ＥＬＣＢ２Ｐ

ＥＬＣＢ２ＰＥＬＣＢ２Ｐ
20AF/20AT

照明制御盤 単線結線図

ED ED(ELB)

MCMC

参考品番：Panasonic TB242201K

※ﾀｲﾏｰは年間式(特日設定機能付)とする

壁面

電線管 G70

電線管 FEP65

電線管 G28

電線管 FEP30

異種管接続材

異種管接続材

FEP65-G70

FEP30-G28

W500×H900×D250(SUS) W500×H900×D250(SUS) 

電線管 G70,G28

FEP65-G70,FEP30-G28

電線管 FEP65,FEP30

W500×H900×D250(参考寸法)

至)　照明器具

ED ED(ELB)

ハンドル式、施錠付
箱体:SUS指定色、屋根付

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

A1側高欄部詳細図　

1:300  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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デッキジョイント部詳細図　 S=図示

2.000% 2.000%

5600

300

5
0

1
0
0

CL

550 3000 550

1300 3000 1300

電線管(既設)

端子盤（既設）

端子盤（既設）

ア
300

53
8

2300

幹線（別途）

プルボックス(既設)

デッキジョイント部断面図　S=1:20

ア

可とう電線管 F#63

プルボックス(既設)

サドルベース

電線管 G54

可とう電線管 F#63

至)キュービクル

ア　-　ア　断面図 S=1:20

サドルベース

電線管 G54

コンクリートアンカー

M6 SUS(付属品)

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

デッキジョイント部詳細図

1:300  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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照明設備図

プルボックス
□300x150(SUS)

GL

EM-CE2sq-3C×8

EM-CE8sq-3C×2(G36)

1000形LED投光器(広角タイプ・耐塩仕様) 形式：NYS30547LF2相当 

部番 部　品　名 材質・材厚 備　　　考

1

2

3

4

本体 アルミ アルマイト仕上げ

アーム

パネル

LEDユニット

ポリカーボネート

5 電源ボックス アルミ

LED440粒

ﾌﾞﾗｳﾝ半つや消し

鋼板（t2.9）

透明耐候塗装

溶融亜鉛めっきHDZT77

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ粉体塗装

電源線器具外500mm

3芯1.25mm2
(ﾋﾞﾆﾙｷｬﾌﾞﾀｲﾔｹｰﾌﾞﾙ)

ﾊﾝﾄﾞﾙ

5

2

1

27
0

4

3
8
0

3

2
3
2

550

526

LED投光器×4

LED投光器×4

EM-CE2sq-3C×4

照明柱配線系統図

プルボックス
□300x150(SUS)

至)照明操作盤

公共品番(LPJ1W-500)

EM-CE8sq-3C×2,CE5.5sq-3C(FEP65),Ｃ(FEP30）ー

投光器方向
Ф
240穴

8-φ33穴
開口部方向

8-t12リブ

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ詳細図　S=1:15

ﾅｯﾄ、ﾈｼﾞ部 溶融亜鉛ﾒｯｷ

FB50×t6

90

約150mm

アンカ－ボルト

8-M27×800L

（2N,FW付）

RB28

上面溶接長10mm
×4点

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ詳細図　S=1:15

材質： SS400

上面

150

22
5

28

5022522550

550

50
2
2
5

2
2
5

50

5
5
0

90

225225
450

2
2
5

22
5

4
5
0

1
5
0

65
0

5
0

50
0

1
0
0

80
0

ﾎﾟｰﾙ下部詳細図　S=1:20

□300x150(SUS)

プルボックス

可とう電線管 #63

電線管 FEP65，FEP30

GL

"A" 矢視 

"A"

投光器：NYS30547LF2 ×8 先端キャップ

8灯用架台

□300x150(SUS)

プルボックス

φ267.4×t9.3(SS400,STK400相当)

鋼管ポール

JISH8641溶融亜鉛めっき HDZT77
めっき後上塗塗装（指定色）

8灯用照明塔姿図　S=1:30

60
゜

60゜

□300x150(SUS)

プルボックス

電線管 FEP65，FEP30

電線管 G36

砕石(RC-40)

コンクリート基礎

2460

695 900 695

90
0

Φ1000

1
0
0

24
00

30
0

75
0

1
0
5
0

5
3
0
0

83
00

※スケートボードパーク内を照射方向として、角度をつけること

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

照明設備図

1:300  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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照明塔・埋設管路横断図　S=図示

DL=-5.00

FH=

GH=  5.97

D =20.000

NO.5

H.W.L +4.586

▽計画堤防高　6.086m

0.35

1:2
.0

密粒度アスファルト混合物

プライムコート　PK-3　1.2 l/m2

クラッシャラン　RC-40

0.35

0.35

1.0

照明塔・埋設管路横断図 S=1:100

GL
段切り

電線管 G36

河川定規断面

96
0

1
0
0

86
0

68
0

80
1
00

920

600

870

φ
=6
00

870

8
7
0

1320

クラッシャーラン
RC40～0

GL

H1-6

ハンドホール姿図

鉄蓋R2K-60)

720

S=1:20

(H1-6)

コンクリート

207

20
7

43
25

0

19
3

φ188

φ180

200

蓋
1kN(100kgf)

300

GL

ハンドホール姿図
(□200×250)

S=1:5

350

クラッシャーラン
RC40～0

樹脂製

電線管 FEP65
電線管 FEP30

図面番号

工事名

図面名

作成年月日

縮　尺

事業者名 福　　　山　　　市

照明塔・埋設管路横断図　

1:300  / 

令和 7 年 2 月  

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事
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以下参考図書



































































































































芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事

数量計算書

-照明施設土工-

令和7年　2月



工 　種 種 　別 細 　目 単位 計算過程の数値 設計計上数値 摘　　要

土工

掘削工 単位材料表で計上

片切 m3 2.0 2 

路体外盛土

W<2.5m m3 64.7 60 

法面整形工

盛土法面

段切り m2 147.8 150 

残土処理工

不足土 m3 81.5 80 

法面工

法面保護工 張芝 m2 147.8 150 

ブロック張工

間知ブロック張 m2 3.4 3 

ケーブル工 単位材料表で計上

ケーブル配管工

FEP管 m - - 照明設備工で計上

埋設標識シート m 23.5 24 

保護砂 m3 1.8 2 

コンクリート m3 5.1 5 

作業土工 単位材料表で計上

床掘 m3 20.3 20 

埋戻(C) m3 13.0 13 1.0m≦W＜4.0m

埋戻(D) m3 3.5 4 W＜1.0m

基面整正 m2 2.3 2 

全 　体 　数　 量 　総 　括 　表



工 　種 種 　別 細 　目 単位 計算過程の数値 設計計上数値 摘　　要

構造物撤去工 単位材料表で計上

構造物取り壊し工 カッター切断

アスファルト舗装 m 16.0 16 

コンクリート舗装 m 5.4 5 

アスファルト舗装取壊し m2 10.8 11 

アスファルト t=5cm
A=8.8m2
脱色アスファルト t=4cm
A=2.0m2

コンクリート舗装取壊し m2 2.6 3 コンクリート t=7cm

間知ブロック撤去 m2 1.2 1 控え35cm

運搬処理工

殻運搬処理工 アスファルト m3 0.5 1 
8.8*0.05
+2.0*0.04

コンクリート m3 0.6 1 
2.6*0.07
+1.2*0.35

舗装工

アスファルト舗装工

天端部

密粒度アスファルト混合物 m2 6.7 7 t=5cm

プライムコートPK-3 m2 6.7 7 

クラッシャランRC-40 m2 6.7 7 t=15cm

コンクリート舗装工

コンクリート舗装部 コンクリート m2 3.0 3 t=7cm

クラッシャランRC-30 m2 2.3 2 t=10cm
インターロッキングブロック

舗装工

ブロック舗装部
インターロッキング

ブロック m2 4.7 5 
再利用
t=8cm

モルタル1：3 m2 2.5 3 t=2cm

クラッシャランRC-40 m2 2.5 3 t=15cm

アスファルト舗装工

自然色舗装部 脱色アスファルト混合物 m2 1.9 2 t=4cm

クラッシャランRC-30 m2 1.9 2 t=10cm

張芝

土舗装(芝舗装)部 張芝 m2 17.1 17 

全 　体 　数　 量 　総 　括 　表



芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事

数量計算書

-数量総括表-

令和7年　2月



数　 量 　総 　括 　表
工 　種 種 　別 細 　目 単位計算過程の数値 設計計上数値 摘　　要

　道路土工

掘削工 単位材料表で計上

片切 m3 2.0 0 

オープン m3 0.0 0 

路体外盛土

W<2.5m m3 64.7 60 

2.5m<W＜4.0m m3 0.0 0 

W≧4.0m m3 0.0 0 

法面整形工

盛土法面

段切り m2 147.8 150 

残土処理工

不足土 m3 81.5 80 

法面工

法面保護工 張芝 m2 147.8 150 

ブロック張工

間知ブロック張工 m2 3.4 3 

ケーブル工 単位材料表で計上

ケーブル配管工

FEP管 m - - 照明設備工で計上

埋設標識シート m 23.5 24 

保護砂 m3 1.8 2 

コンクリート m3 5.1 5 

作業土工 単位材料表で計上

床掘 m3 20.3 20 

埋戻(C) m3 13.0 10 1.0m≦W＜4.0m

埋戻(D) m3 3.5 0 W＜1.0m

基面整正 m2 2.3 0 



数　 量 　総 　括 　表
工 　種 種 　別 細 　目 単位計算過程の数値 設計計上数値 摘　　要

構造物撤去工 単位材料表で計上

構造物取り壊し工 カッター切断

アスファルト舗装 m 16.0 16 

コンクリート舗装 m 5.4 5 

アスファルト舗装取壊し m2 10.8 11 

アスファルト t=5cm
A=8.8m2
脱色アスファルト t=4cm
A=2.0m2

コンクリート舗装取壊し m2 2.6 3 コンクリート t=7cm

間知ブロック撤去 m2 1.2 1 控え35cm

運搬処理工

殻運搬処理工 アスファルト m3 0.5 1 
8.8*0.05
+2.0*0.04

コンクリート m3 0.6 1 
2.6*0.07
+1.2*0.35

舗装工

アスファルト舗装工

天端部

密粒度アスファルト混合物 m2 6.7 7 t=5cm

プライムコートPK-3 m2 6.7 7 

クラッシャランRC-40 m2 6.7 7 t=15cm

コンクリート舗装工

コンクリート舗装部 コンクリート m2 3.0 3 t=7cm

プライムコートPK-3 m2 2.3 2 

クラッシャランRC-30 m2 2.3 2 t=10cm
インターロッキングブロック

舗装工

ブロック舗装部
インターロッキング

ブロック m2 4.7 5 
再利用
t=8cm

モルタル1：3 m2 2.5 3 t=2cm

クラッシャランRC-40 m2 2.5 3 t=15cm

アスファルト舗装工

自然色舗装部 脱色アスファルト混合物 m2 1.9 2 t=4cm

クラッシャランRC-30 m2 1.9 2 t=10cm

張芝

土舗装(芝舗装)部 張芝 m2 17.1 17 



 土 工 数 量 計 算 書

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事



   計第          表 数　　量　　集　　計　　表

名　　　　　称 規　　　　　格 形　状　寸　法 単 位 摘　　　要

掘削工 片切 C1(SE) m3 2.0 単位材料表で計上

盛土工

路体外盛土 W＜2.5m B1-a m3 64.7

法面整形工 盛土法面

段切り L1 m2 147.8

残土処理工

不足土 土砂 m3 81.5

土　工

合　　　計



工　 種 種　 別 細　 目 記号 単位 地山の立積変化率盛土換算土量

土工

掘削工

掘削 片切 C1(SE) m3 2.0

土砂　計 m3 2.0 0.90 1.8

盛土工 路体外盛土 B1-a m3 64.7

盛土　計 m3 64.7

1.8

作業土工

床  　掘 土砂 E(SE) m3 20.3 0.90 18.3
1.8

埋  　戻 Fu(C) m3 13.0

Fu(D) m3 3.5

埋戻　計 16.5

16.5

不足土

購入土 土砂 E(SE) m3 67.9 0.90 61.1

m3 81.5 1.20 (ほぐし土量)

流用計画

 計第 表 土　量　配　分　表



土 量 集 計 表
単位 m3

(単位材料表で計上) (単位材料表で計上)

片　切 オープン W＜2.5m
2.5m≦W＜

4.0m
W≧4.0m W＜2.5m

2.5m≦W＜
4.0m

W≧4.0m 床　掘
1.0m≦W＜

4.0m
W＜1.0m

単位材料表より 2.0 20.3 13.0 3.5

道路土工より 64.7

計 2.0 64.7 0.0 20.3 16.5

切土量 (掘削)＋(床掘) 合計 22.3 盛土量 (盛土)＋(埋戻) 合計 81.2

81.2 　= 22.3 ×　　0.9 　+ 購入土 81.5

床　　掘

÷　　1.2　　×　　0.9盛土量 (盛土)＋(埋戻) 合計 切土量 (掘削)＋(床掘) 合計　

埋　　戻区　　分

　土　工 作　業　土　工

掘　　削 路 体 外 盛 土 路 体 盛 土



計第   表 計 算 書

測        点 距  離

断面積 平  均 立   積 断面積 平  均 立   積 断面積 平  均 立   積

0.0     ---      ----

NO.5 4.0 2.1 1.05 4.2

NO.6 20.0 2.1 2.10 42.0

17.6 0.0 1.05 18.5

m3

合　計 64.7

盛土工

路体外盛土（W＜2.5m）　B1-a



計第   表 計 算 書

測        点 距  離

法　長 平  均 面   積

0.0     ---      ----

NO.5 4.0 4.8 2.40 9.6

NO.6 20.0 4.8 4.80 96.0

NO.6+17.6 17.6 0.0 2.40 42.2

m2

合　計 147.8

法面整形工(段切り)

法面整形　L1



法 面 工 数 量 計 算 書
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   計第          表 数　　量　　集　　計　　表

名　　　　　称 規　　　　　格 形　状　寸　法 単 位 摘　　　要

法面工

法面保護工 張芝 m2 147.8

法　面　工

合　　　計



計第   表 計 算 書

測        点 距  離

法　長 平  均 面   積

0.0     ---      ----

NO.5 4.0 4.8 2.4 9.6

NO.6 20.0 4.8 4.8 96.0

NO.6+17.6 17.6 0.0 2.4 42.2

m2

合　計 147.8

法面工

法面保護工　L1’



ブ ロ ッ ク 張 工 数 量 計 算 書

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事



   計第          表 数　　量　　集　　計　　表

名　　　　　称 規　　　　　格 形　状　寸　法 単 位 摘　　　要

ブロック張工 間知ブロック張 m2 3.4

ブロック張工

合　　　計



計第   表 計 算 書

測        点 距  離

法　長 平  均 面   積

間知ブロック張 以下の根拠図より 3.4

m2

合　計 3.4

ブロック張工

間知ブロック張



舗 装 工 数 量 計 算 書
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　　　　数　量　集　計　表

工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

舗装工

アスファルト舗装工 天端部

密粒度アスファルト
混合物 t=5cm m2 6.7

プライムコートPK-3 m2 6.7

クラッシャランRC-40
t=15cm m2 6.7

コンクリート舗装工 コンクリート舗装部

コンクリート t=7cm m2 3.0

プライムコートPK-3 m2 2.3

クラッシャランRC-30
t=10cm m2 2.3

インターロッキング
ブロック舗装工 ブロック舗装部

インターロッキング
ブロック t=8cm m2 4.7 再利用

モルタル1:3 t=2cm m2 2.5

クラッシャランRC-40
t=15cm m2 2.5

アスファルト舗装工 自然色舗装部

脱色アスファルト
混合物 t=4cm m2 1.9

クラッシャランRC-30
t=10cm m2 1.9

張芝 土舗装(芝舗装)部

張芝 m2 17.1

舗 装 工

単位 数　　量 摘　　要



表

距　離 平積 平積 平積

　CAD計測値下図より 6.7 3.0 4.7

6.7 2.3 2.5

6.7 2.3 2.5

平積 平積

1.9 17.1

1.9

合  計

土舗装(芝舗装)部

脱色アスファルト
混合物 t=4cm

クラッシャラン
RC-30　t=10cm

自然色舗装部

張芝

計　第 舗装工 計　算　書

測　　点

天端部 コンクリート舗装部 ブロック舗装部

インターロッキン
グブロック t=8cm

クラッシャラン
RC-30　t=10cm

クラッシャラン
RC-40　t=15cm

コンクリート
t=7cm

密粒度アスファル
ト混合物　t=5cm

プライムコート

クラッシャラン
RC-40　t=15cm

モルタル t=2cmプライムコート

舗装打ち換え時に、現況の既設舗装との

高低差が生じないよう、表層のみ両側30

㎝の余裕幅を設けて舗装取壊し工を行う。



単 位 材 料 計 算 書

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事



　　　　数　量　集　計　表

工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

土工

掘削工

片切 C1（SE） m3 2.0

ケーブル工

ケーブル配管工

FEP管 - m -
照明設備工
で計上

埋設標識シート m 23.5

保護砂 m3 1.8

コンクリート m3 5.1

作業土工

床　　掘 土砂 m3 20.3

基面整正 土砂 m2 2.3

埋　　戻 種別（C） m3 13.0

種別（D） m3 3.5

構造物撤去工

構造物取り壊し工

カッター切断

アスファルト舗装 m 16.0

コンクリート舗装 m 5.4

アスファルト舗装取り壊し m2 10.8

コンクリート舗装取り壊し m2 2.6

間知ブロック撤去 m2 1.2

単 位 材 料 表

単位 数　　量 摘　　要



計　第　　表 集　計　表

片切掘削 床　掘

名　　称 土砂 土砂 （Ｃ） （Ｄ） 計

堤防乗越し管

盛土部

天端部 1.3 1.3 1.0 1.0 2.3

斜面部 1.6

護岸部

高水敷埋設管

コンクリート舗装部 0.1 0.9 0.7 0.7

ブロック舗装部 0.4 2.3 1.8 1.8

自然色舗装部 0.2 1.3 1.2 1.2

芝舗装部 12.9 11.8 11.8

m3 m3 m3 m3 m3 m2

合　　計 2.0 20.3 13.0 3.5 16.5 2.3

土工・作業土工(単位材料表)

埋　戻
基面整正



計　第　　表 集　計　表

名　　称 FEP管 埋設標識シート 保護砂 コンクリート

堤防乗越し管

盛土部 3.5

天端部 0.8

斜面部 0.4

護岸部 0.4

高水敷埋設管

コンクリート舗装部 2.7 0.2

ブロック舗装部 7.2 0.5

自然色舗装部 1.5 0.1

芝舗装部 12.1 1.0

m m m3 m3

合　　計
照明設備工
で計上 23.5 1.8 5.1

ケーブル配管工(単位材料表)



計　第　　表 集　計　表

名　　称 アスファルト舗装 コンクリート舗装
アスファルト
舗装取壊し

コンクリート
舗装取壊し 間知ブロック撤去

堤防乗越し管

盛土部

天端部 13.0 8.8

斜面部

護岸部 1.2

高水敷埋設管

コンクリート舗装部 5.4 2.6

ブロック舗装部

自然色舗装部 3.0 2.0

芝舗装部

m m m2 m2 m2

合　　計 16.0 5.4 10.8 2.6 1.2

構造物取壊し工(単位材料表)

カッター切断



　　　延　　長　　調　　書

左　　　　側 右　　　　側

測 点 延　長 摘　要 測 点 延　長 摘　要

CAD図より

左側合計 0.0 右側合計

左右合計 0.0

　　　延　　長　　調　　書

左　　　　側 右　　　　側

測 点 延　長 摘　要 測 点 延　長 摘　要

左側合計 0.0 右側合計

左右合計

計第　　表 ケーブル配管工

計第　　表

堤防乗越し管

堤防乗越し管

高水敷埋設管



計第     -     表 堤防乗越し管 盛土部 １０ｍ当り

全体延長・ヶ所 ＝ 29.4 m

種　別 規　格 計　　　算　　　式 当り数量 全体数量

型枠 0.350×10.0×2 7.00 20.6 m2

コンクリート (0.350×0.350-0.0325²×3.142)×10.0 1.20 3.5 m3

FEP管 Φ65 照明設備工で計上



計第     -     表 堤防乗越し管 天端部 １０ｍ当り

全体延長・ヶ所 ＝ 6.5 m

種　別 規　格 計　　　算　　　式 当り数量 全体数量

型枠 0.350×10.0×2 7.00 4.6 m2

コンクリート (0.350×0.350-0.0325²×3.142)×10.0 1.20 0.8 m3

FEP管 Φ65 照明設備工で計上

カッター切断
アスファルト舗装

t=5cm 10.0×2 20.00 13.0 ｍ

アスファルト舗装
取り壊し

C(As) 1.350×10.0 13.50 8.8 m2

片切掘削 C1(SE) 0.150×1.350×10.0 2.03 1.3 ｍ3

床掘 土砂 (0.350-0.200)×1.350×10.0 2.03 1.3 ｍ3

埋戻 D 2.03-0.350×(0.350-0.200)×10.0 1.51 1.0 m3

基面整正 土砂 0.350×10.0 3.50 2.3 ｍ2



計第     -     表 堤防乗越し管 斜面部 １０ｍ当り

全体延長・ヶ所 ＝ 3.4 m

種　別 規　格 計　　　算　　　式 当り数量 全体数量

型枠 0.350×10.0×2 7.00 2.4 m2

コンクリート (0.350×0.350-0.0325²×3.142)×10.0 1.20 0.4 m3

FEP管 Φ65 照明設備工で計上

床掘 土砂 1.350×0.350×10.0 4.73 1.6 ｍ3

間知ブロック ブロック張工で数量計上

土工

舗装



計第     -     表 堤防乗越し管 護岸部 １０ｍ当り

全体延長・ヶ所 ＝ 3.4 m

種　別 規　格 計　　　算　　　式 当り数量 全体数量

型枠 0.350×10.0×2 7.00 2.4 m2

コンクリート (0.350×0.350-0.0325²×3.142)×10.0 1.20 0.4 m3

FEP管 Φ65 照明設備工で計上

間知ブロック撤去 控35㎝ 0.350×10.0 3.50 1.2 ｍ2



計第     -     表 高水敷埋設管 ブロック舗装部 １０ｍ当り

全体延長・ヶ所 ＝ 7.2 m

種　別 規　格 計　　　算　　　式 当り数量 全体数量

インターロッキング
ブロック

t=8cm 再利用

片切掘削 C1(SE) (0.150+0.020)×0.350×10.0 0.60 0.4 ｍ3

床掘 土砂 (0.700+0.200)×0.350×10.0 3.15 2.3 ｍ3

埋戻 D 0.700×0.350×10.0 2.45 1.8 ｍ3

保護砂 (0.200×0.350-0.0325²×3.142)×10.0 0.67 0.5 ｍ3

埋設標識シート 10.00 7.2 ｍ

FEP管 Φ65 照明設備工で計上



計第     -     表 高水敷埋設管 コンクリート舗装部 １０ｍ当り

全体延長・ヶ所 ＝ 2.7 m

種　別 規　格 計　　　算　　　式 当り数量 全体数量

カッター切断
コンクリート

t=7cm
10.0×2 20.00 5.4 ｍ

コンクリート舗装
取り壊し

C（Co） 0.950×10.0 9.50 2.6 ｍ2

片切掘削 C1（SE） 0.100×0.350×10.0 0.35 0.1 ｍ3

床掘 土砂 (0.780+0.200)×0.350×10.0 3.43 0.9 ｍ3

埋戻 D 0.780×0.350×10.0 2.73 0.7 ｍ3

保護砂 (0.200×0.350-0.0325²×3.142)×10.0 0.67 0.2 ｍ3

埋設標識シート 10.00 2.7 ｍ

FEP管 Φ65 照明設備工で計上



計第     -     表 高水敷埋設管 自然色舗装部 １０ｍ当り

全体延長・ヶ所 ＝ 1.5 m

種　別 規　格 計　　　算　　　式 当り数量 全体数量

カッター切断
脱色アスファルト

混合物t=4cm
10.0×2.0 20.00 3.0 ｍ

アスファルト舗装
取壊し

C（As） 1.360×10.0 13.60 2.0 ｍ2

片切掘削 C1（SE） 0.100×1.360×10.0 1.36 0.2 ｍ3

床掘 土砂 (1.360+0.350)×(0.810+0.200)÷2×10.0 8.64 1.3 ｍ3

埋戻 C (1.360+0.550)×0.810÷2×10.0 7.74 1.2 ｍ3

保護砂 ((0.550+0.350)×0.200÷2-0.0325²×3.142)×10.0 0.87 0.1 ｍ3

埋設標識シート 10.00 1.5 ｍ

FEP管 Φ65 照明設備工で計上



計第     -     表 高水敷埋設管 芝舗装部 １０ｍ当り

全体延長・ヶ所 ＝ 12.1 m

種　別 規　格 計　　　算　　　式 当り数量 全体数量

床掘 土砂 (1.500+0.350)×1.150÷2×10.0 10.64 12.9 ｍ3

埋戻 C (1.500+0.550)×0.950÷2×10.0 9.74 11.8 ｍ3

保護砂 ((0.550+0.350)×0.200÷2-0.0325²×3.142)×10.0 0.87 1.0 ｍ3

埋設標識シート 10.00 12.1 ｍ

FEP管 Φ65 照明設備工で計上



芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事

数量計算書

-電気設備工-

令和7年　2月



数　　量　　総　　括　　表
名　称

工　種 種　別　・　細　別 規　　　　格 単位 数　　量 適　　用

照明設備工 ＥＭ－ＣＥTケーブル 38sq m 66 管内

ＥＭ－ＣＥケーブル 8sq-3C m 205 管内

ＥＭ－ＣＥケーブル 5.5sq-3C m 96 管内

ＥＭ－ＣＥケーブル 2sq-3C m 14.5 管内

厚鋼電線管 G70 m 2 露出配管

厚鋼電線管 G54 m 62 露出配管

厚鋼電線管 G36 m 6.5 露出配管

厚鋼電線管 G28 m 2 露出配管

金属製可とう電線管 F2(63)　防水 m 1 露出配管

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP65 m 94 地中配管

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP50 m 3 地中配管

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP30 m 94 地中配管

異種管接続管 FEP65用 か所 2

異種管接続管 FEP50用 か所 1

異種管接続管 FEP30用 か所 2

埋設標示シート Ｗシート m 97

配管支持金物 G54用 個 32

配管支持金物 G36用 個 4

照明制御盤 壁掛型 面 1

照明塔 鋼管ポール 式 1

ハンドホール □200×250 式 1.0

ハンドホール H1-6(□600×600) 式 1.0

接地(ED,ELB） 極 2.0

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事



　数 量 集 計 表 

芦田川緑地かわまち広場照明施設整備工事

自 小  計 小  計 小  計 小  計 小  計 小  計

至 （1） （2） （3） （4） （5） （6）

平面長

配線立下長

配線立上長

配管立下長

配管立上長

ＥＭ－ＣＥTケーブル 38sq m 管内 66.0 66.0

ＥＭ－ＣＥケーブル 8sq-3C m 管内 205.0 205.0

ＥＭ－ＣＥケーブル 5.5sq-3C m 管内 96.0 96.0

ＥＭ－ＣＥケーブル 2sq-3C m 管内 14.5 14.5

厚鋼電線管 G70 m 露出配管 2.0 2.0

厚鋼電線管 G54 m 露出配管 62.0 62.0

厚鋼電線管 G36 m 露出配管 6.5 6.5

厚鋼電線管 G28 m 露出配管 2.0 2.0

金属製可とう電線管 F2(63)　防水 m 露出配管 1.0 1.0

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP65 m 地中配管 94.0 94.0

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP50 m 地中配管 3.0 3.0

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP30 m 地中配管 94.0 94.0

異種管接続管 FEP65用 か所 2.0 2.0

異種管接続管 FEP50用 か所 1.0 1.0

異種管接続管 FEP30用 か所 2.0 2.0

埋設標示シート Ｗシート m 97.0 97.0

配管支持金物 G54用 個 32.0 32.0

配管支持金物 G36用 個 4.0 4.0

照明制御盤 壁掛型 面 1.0 1.0

照明塔 鋼管ポール 式 1.0 1.0

ハンドホール □200×250 式 1.0 1.0

ハンドホール H1-6(□600×600) 式 1.0 1.0

接地(ED,ELB） 極 2.0 2.0

   名      称   規格・寸法
集
 
計

単位



 材 料 拾 い 出 し 表（1）

工事名 芦田川緑地かわまち広場照明施整備工事

自 端子盤 高欄（始点） 高欄（終点） 照明制御盤 ＨＨ１ ＨＨ２ ＰＢ３ ＰＢ４ ＰＢ４

至 高欄（始点） 高欄（終点） 照明制御盤 ＨＨ１ ＨＨ２ ＰＢ３ ＰＢ４ 投光器下段 投光器上段

平面長 61.0 4.0 57.0 16.0 23.0 5.5 9.0

配線立下長

配線立上長 1.5 6.5

配管立下長 1.0

配管立上長 1.5 1.0 6.5

ＥＭ－ＣＥTケーブル 38sq m 管内 1.5 61.0 5.0 66.0

ＥＭ－ＣＥケーブル 8sq-3C 照明電源×２本 m 管内 114.0 32.0 46.0 13.0 205.0

ＥＭ－ＣＥケーブル 5.5sq-3C 防犯カメラ電源×１本 m 管内 57.0 16.0 23.0 96.0

ＥＭ－ＣＥケーブル 2sq-3C 照明電源 m 管内 5.5 9.0 14.5

厚鋼電線管 G70 m 露出配管 1.0 1.0 2.0

厚鋼電線管 G54 m 露出配管 61.0 1.0 62.0

厚鋼電線管 G36 m 露出配管 6.5 6.5

厚鋼電線管 G28 m 露出配管 1.0 1.0 2.0

金属製可とう電線管 F2(63)　防水 m 露出配管 1.5 1.0 1.0

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP65 m 地中配管 56.0 16.0 22.0 94.0

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP50 m 地中配管 3.0 3.0

難燃性波付硬質合成樹脂管 FEP30 将来コンセント用空配管 m 地中配管 56.0 16.0 22.0 94.0

異種管接続管 FEP65用 か所 1.0 1.0 2.0

異種管接続管 FEP50用 か所 1.0 1.0

異種管接続管 FEP30用 か所 1.0 1.0 2.0

埋設標示シート Ｗシート m 3.0 56.0 16.0 22.0 97.0

配管支持金物 G54用 個 32.0 32.0

配管支持金物 G36用 個 4.0 4.0

照明制御盤 壁掛型 面 1.0 1.0

照明塔 鋼管ポール 式 1.0 1.0

ハンドホール □200×250 式 1.0 1.0

ハンドホール H1-6(□600×600) 式 1.0 1.0

接地(ED,ELB） 極 2.0 2.0

単位 小計名称 規格・寸法 補足



拾い図1

拾い図2

2.6 1.9 1.9 2.6

1.7 1.0 1.0 1.7

23.0+↑1.0

↑6.5m

(配管支持金具)4個


